
私
は
今
春
、
「
中
辺
分
別
論
の
諸
問
題
ｌ
州
品
・
障
品
・
真

実
品
を
中
心
と
し
て
Ｉ
」
（
大
谷
学
報
、
第
五
十
二
巻
第
四
号
）
と

い
う
小
論
文
を
発
表
し
た
が
、
障
舶
（
芽
騨
畠
冒
‐
冨
国
ｏ
目
の
§
）

に
つ
い
て
は
十
分
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
に

試
訳
と
と
も
に
、
障
品
に
つ
い
て
の
若
干
の
研
究
を
載
せ
て
識
者

の
ご
批
判
、
ご
鞭
燵
を
お
願
い
し
た
い
と
思
う
。

中
辺
分
別
論
の
鋪
一
章
扣
品
、
第
三
章
真
実
品
に
つ
い
て
は
、

大
乗
佛
典
（
世
界
の
名
著
２
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
蛇
年
刊
）
に
長
尾

博
士
の
現
代
的
な
訳
が
載
っ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
章
は
、
山
口

益
博
士
の
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
（
安
慧
釈
）
に
部
分
的
な
訳
が

見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
い
ま
私
は
、
山
口
博
士
の
安
慧
釈
の
訳

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
中
辺
分
別
論
第
二
章
障
品
の
世
親
釈
の
和

中
辺
分
別
論
（
障
品
）
の
和
訳
並
び
に
研
究
①

は
じ
め
に

訳
を
試
み
よ
う
と
思
う
。

一
、
和
訳
文
は
ｚ
鍔
騨
○
本
（
昌
邑
ご
習
冨
ぐ
号
冒
唱
‐
ｇ
搦
穏
．

目
○
ご
○
己
置
）
を
底
本
と
し
た
．

一
、
本
文
の
上
柵
に
底
本
の
頁
数
を
附
し
、
下
柵
に
目
目
冨
本
ｅ
Ｈ
．

ｚ
鼻
冒
旨
昌
目
鼻
国
〕
勺
寓
旦
．
陰
口
凹
貝
己
僅
門
匿
Ｐ
屍
ｐ
Ｈ
“
旨
騨
Ｑ
ご
画
己
３
‐

ぐ
旨
国
彊
‐
巨
〕
勝
冨
》
宅
か
冒
騨
己
電
）
の
頁
数
を
附
し
た
。

一
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
（
北
京
版
）
の
頁
数
を
本
文
中
の
右
肩
に
示
し
た
。

一
、
本
文
中
の
〔
〕
の
中
は
、
文
意
を
明
確
に
す
る
た
め
に
訳
者
が

補
っ
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
本
文
中
の
目
自
白
は
訳
者
が
便
宜
上
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

斗＊

舟
橋
尚
哉

ド 可

＊ 今
夕
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１
、
遍
等
の
五
障

７
ｂ

陣
（
罫
『
騨
国
菌
）
に
関
し
て
〔
論
主
は
〕
語
っ
た
。

１「
遍
満
と
一
分
と
墹
驍
と
平
等
と
取
捨
と
は
、
二
〔
種
姓
〕

の
陣
で
あ
る
と
説
か
れ
た
り
」
（
第
一
偶
ａ
ｂ
ｃ
）

②そ
の
中
、
日
遍
満
（
ａ
『
弓
旨
）
と
は
菩
薩
の
種
姓
の
人
々
の
、

③
㈲

煩
悩
と
所
知
と
の
障
に
し
て
、
遍
〔
障
〕
な
る
故
に
。
口
一
分
と

⑤

は
声
聞
等
の
種
姓
の
人
々
の
煩
悩
陣
で
あ
る
。
ｅ
増
腰
と
は
彼
等

６

同
じ
〔
声
聞
等
と
諸
菩
朧
〕
の
貧
行
者
等
の
〔
障
〕
で
あ
る
。
卿

平
等
と
は
等
分
行
者
の
〔
陣
〕
で
あ
る
。
⑪
生
死
の
取
捨
の
陣
と

は
‐
菩
薩
の
種
姓
の
人
々
の
無
住
処
浬
藥
に
対
す
る
障
で
あ
る
故

に
。
以
上
、
か
く
の
如
き
が
所
応
に
随
っ
て
両
者
〔
二
種
姓
〕
の

人
だ
の
障
で
あ
る
と
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
菩
朧
の

種
姓
の
人
為
の
〔
障
〕
と
、
声
聞
等
の
繩
姓
の
人
々
と
の
〔
陣
〕

で
あ
る
。

２
、
加
行
に
対
す
る
九
つ
の
結
（
煩
悩
）
の
障

ま
た
〔
頌
に
曰
く
〕

F--1

和

訳
L_」

第
二
章
障
品

pll

「
煩
悩
の
相
は
九
種
で
あ
る
」
（
第
一
偶
ｄ
）

「
諸
結
は
障
で
あ
る
」
（
第
二
偶
ａ
）

７

九
結
は
煩
悩
障
で
あ
る
。
こ
れ
ら
〔
九
結
〕
は
何
に
と
っ
て
の

障
で
あ
る
か
。

「
〔
初
の
二
は
〕
厭
離
と
捨
に
と
っ
て
の
〔
障
〕
で
あ
り
、
〔
所

余
は
〕
真
実
を
見
る
こ
と
に
と
っ
て
の
〔
陣
〕
で
あ
る
」

（
第
二
偶
ｂ
ｃ
）

日
愛
結
は
厭
離
に
と
っ
て
の
陣
で
あ
る
。
Ｑ
志
結
は
拾
に
と
つ

”
て
の
〔
陣
〕
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
〔
志
結
〕
に
よ
り
て
、
連

⑧

逆
せ
る
志
の
対
象
物
（
依
止
）
に
対
し
て
さ
え
も
、
平
静
を
保
つ

（
捨
す
る
）
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
所
余
は
真
実
を
見

る
こ
と
に
と
っ
て
の
陣
で
あ
る
。
ど
う
し
て
か
と
い
え
ば
、
そ
れ

ら
は
次
第
の
如
く
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
身
見
と
、
そ
れ
の
依
止
と
の
〔
遍
知
に
お
け
る
障
〕
で
あ
皿

る
」
（
第
二
偶
ｄ
）

「
減
と
道
と
〔
三
〕
宝
と
に
お
け
る
、
利
養
と
恭
敬
に
お
け

９

（
Ｕ
ａ

る
、
遠
離
（
倹
約
）
の
遍
知
に
お
け
る
」
（
第
三
偶
ａ
ｂ
ｃ
）

諸
結
は
障
で
あ
る
。
〔
前
出
第
二
偶
ａ
〕
日
実
に
慢
結
は
有
身
見
を

⑩

遍
知
す
る
に
お
け
る
障
で
あ
る
。
現
観
の
時
に
お
い
て
、
有
間
に

も
無
間
に
も
我
慢
が
現
起
す
る
力
に
よ
っ
て
、
そ
れ
〔
身
見
〕
が

断
ぜ
ら
れ
な
い
故
に
。
四
無
明
結
は
有
身
見
の
依
止
を
遍
知
す
る
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に
お
け
る
〔
障
〕
で
あ
る
。
そ
れ
〔
無
明
結
〕
に
よ
っ
て
、
諸
取
覗

を
遍
知
せ
ざ
る
が
故
に
。
⑤
見
結
は
滅
諦
を
遍
知
す
る
に
お
け
る

⑪

〔
障
〕
で
あ
る
。
有
身
と
辺
執
と
の
二
つ
の
見
に
よ
っ
て
、
そ
れ

⑫
ソ
シ

〔
滅
諦
〕
を
怖
畏
す
る
が
故
に
。
邪
見
に
よ
っ
て
〔
減
を
〕
誇
る

⑬
帥

が
故
に
。
㈹
取
結
は
近
諦
の
遍
知
に
お
け
る
〔
陣
〕
で
あ
る
。
別

様
に
〔
本
来
あ
る
。
へ
き
相
と
は
異
な
っ
て
〕
、
最
勝
な
る
浄
で
あ

る
と
取
る
が
故
に
。
㈹
疑
結
は
三
宝
を
遍
知
す
る
に
お
け
る
〔
障
〕

で
あ
る
。
そ
れ
〔
三
宝
〕
の
功
徳
を
信
受
し
な
い
故
に
。
㈹
嫉
結

は
利
養
と
恭
敬
を
通
知
す
る
に
お
け
る
〔
障
〕
で
あ
る
。
そ
れ
の

過
失
を
見
な
い
故
に
。
㈹
樫
結
は
遠
離
（
倹
約
）
の
遍
知
に
お
け

る
〔
陣
〕
で
あ
る
。
資
生
の
具
に
負
著
す
る
が
故
に
。

３
、
菩
薩
の
障

孔
、
善
等
の
十
に
対
す
る
陣

「
善
等
に
対
す
る
十
種
の
別
の
〔
陣
〕
あ
り
」
（
第
三
偶
川
）

ま
た
別
の
障
は
、
善
等
の
十
種
に
お
い
て
知
ら
る
、
へ
き
で
あ
る
。

こ
の
障
と
は
何
か
。
ま
た
善
等
と
は
何
か
。

「
無
加
行
と
、
非
処
に
不
如
理
に
行
ぜ
ら
れ
た
と
、
〔
善
〕

不
生
と
、
正
思
惟
し
な
い
こ
と
と
、
資
糧
の
未
円
満
と
」

（
第
四
偶
）

「
種
姓
と
善
友
と
を
具
せ
ざ
る
と
、
心
の
疲
厭
と
、
正
行
を

即
欠
く
こ
と
と
、
悪
人
と
極
悪
人
と
共
住
す
る
と
」

（
第
五
偶
）

８
ｂ「

〔
顛
倒
の
〕
麓
重
と
、
三
〔
障
〕
に
よ
り
残
余
せ
る
も
の

と
、
般
若
の
未
成
熟
性
と
、
↓
本
性
と
し
て
の
健
重
と
、
僻
怠

と
放
逸
性
と
」
（
第
六
偶
）

「
有
と
資
財
と
に
執
著
す
る
と
、
下
劣
な
る
心
と
、
〔
人
を
耐

信
じ
な
・
い
と
、
無
勝
解
と
、
言
の
如
く
〔
義
を
〕
思
量
す
る

と
」
（
第
七
伽
）

「
正
法
を
恭
敬
し
な
い
と
、
名
利
（
財
利
）
を
重
ん
ず
る
と
、

同
様
に
憐
み
の
心
が
な
い
と
、
間
の
欠
乏
と
、
〔
間
の
〕
少

な
い
こ
と
（
少
間
）
と
、
三
味
に
修
治
し
な
い
こ
と
」

（
第
八
偶
）

こ
れ
が
障
で
あ
る
。
善
等
と
は
何
か
。

「
善
と
菩
提
と
摂
受
と
有
慧
と
無
乱
と
無
障
と
、
廻
向
と
不

怖
と
不
樫
と
自
在
と
が
善
等
で
あ
る
」
（
第
九
偶
）

こ
れ
ら
善
等
の
中
で
、
い
ず
れ
の
上
に
、
幾
種
の
陣
が
知
ら
る

・
へ
き
か
、
と
。

〔
諭
主
は
〕
語
っ
た
。

「
実
に
こ
れ
ら
〔
善
等
〕
に
は
、
各
々
三
つ
ず
つ
の
障
が
〔
あ

る
と
〕
知
ら
る
《
へ
き
で
あ
る
」
（
第
十
伽
ａ
ｌ
ｂ
）

善
に
は
三
障
が
あ
り
、
仙
無
加
行
と
、
②
非
処
加
行
と
、
③
不

Ｑ
Ｕ

Ｐ
へ
岨



如
理
加
行
と
で
あ
る
。
菩
提
に
は
三
〔
陣
〕
が
あ
り
、
①
善
〔
法
〕

を
生
ぜ
し
め
な
い
と
、
②
正
思
惟
し
な
い
こ
と
と
、
③
資
糧
の
未

円
満
と
で
あ
る
。
摂
受
は
発
菩
提
心
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
三
〔
陣
〕

が
あ
り
、
仙
種
姓
を
具
せ
ざ
る
と
、
②
善
友
を
具
せ
ざ
る
と
、
③

疲
労
困
ぱ
い
の
心
と
で
あ
る
。
有
慧
と
は
菩
薩
性
で
あ
る
。
彼

〔
菩
薩
〕
の
慧
に
お
け
る
三
障
と
は
、
①
正
行
を
欠
い
て
い
る
と
、

③
悪
人
と
共
住
す
る
と
＄
③
極
悪
人
と
共
住
す
る
と
で
あ
る
。
そ

の
中
、
悪
人
と
は
愚
擬
の
人
で
あ
り
、
極
悪
人
と
は
加
害
者
で
あ

⑮

る
。
無
乱
に
は
三
〔
隙
〕
が
あ
り
、
①
顛
倒
の
健
重
と
、
③
姐
悩

Ｑ
）
ａ等

の
三
陣
の
中
の
、
い
ず
れ
か
一
つ
残
余
せ
る
も
の
と
、
⑥
解
脱

を
成
熟
せ
し
め
る
未
成
熟
性
で
あ
る
。
陣
の
断
滅
は
無
障
で
あ
る
。

そ
れ
〔
無
障
〕
に
は
三
〔
陣
〕
が
あ
り
、
①
倶
生
の
施
重
と
、
⑨

州
怠
と
、
③
放
逸
と
で
あ
る
。
姐
向
に
は
三
〔
陣
〕
が
あ
り
、
そ

れ
ら
に
よ
っ
て
〔
人
は
〕
他
処
に
心
を
向
け
し
め
ら
れ
る
。
無
上

御
正
等
覚
に
〔
廻
向
す
る
に
〕
非
ず
。
仙
有
に
負
著
す
る
と
、
⑨
資

財
に
負
著
す
る
と
、
③
下
劣
な
る
心
と
で
あ
る
。
不
怖
の
三
〔
陣
〕

と
は
、
仙
人
を
尊
重
し
な
い
と
＄
②
法
を
信
解
し
な
い
と
、
③
言

の
如
く
義
を
思
量
す
る
と
で
あ
る
。
不
樫
の
三
〔
障
〕
と
は
、
仙

正
法
を
恭
敬
し
な
い
と
、
②
利
養
と
恭
敬
と
供
養
と
に
対
し
て
尊

重
す
る
こ
と
と
、
③
諸
衆
生
に
対
し
て
慈
悲
心
な
き
と
で
あ
る
。

自
在
の
三
〔
陣
〕
と
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
〔
人
は
〕
自
在
を
得
な

い
。
す
な
わ
ち
、
⑩
法
の
欠
乏
を
起
す
で
あ
ろ
う
よ
う
な
業
を
生

ぜ
し
め
る
に
よ
っ
て
の
間
の
欠
乏
と
、
⑨
少
聞
と
、
③
三
昧
の
不

修
習
と
で
あ
る
。

訂仙
㈲
遍
障
（
具
分
障
）
、
㈲
一
分
陣
、
匂
増
盛
障
、
何
平
等
陣
、
国

取
捨
陣
の
五
障
に
つ
い
て
は
、
以
前
、
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
拙
稿

「
中
辺
分
別
論
の
諸
問
題
ｌ
相
品
・
障
品
・
真
実
品
を
中
心
と
し

て
ｌ
」
（
大
谷
学
報
第
五
十
二
巻
第
四
号
）
参
照
。

②
ｚ
畠
色
Ｃ
本
宕
．
陪
畠
ｅ
、
爵
且
①
着
本
官
臼
烏
ｅ
、
旨
Ｆ

（
号
旨
）
共
に
冨
曾
空
で
あ
る
の
に
、
目
鼻
冒
本
念
．
旨
さ
ｅ

の
み
冨
旦
と
な
っ
て
い
る
が
、
冨
賃
Ｐ
で
よ
い
と
思
う
。

③
ｚ
鐸
噌
○
本
で
は
冒
昌
鼠
冨
毎
弾
念
．
腸
畠
ｅ
と
あ
り
、
盲
目

は
目
冨
Ｃ
易
（
疑
わ
し
い
）
と
脚
註
に
あ
る
が
、
旬
鼻
冨
本
令
．
巨

電
ｅ
勺
ｐ
且
①
冨
本
ｅ
臼
．
息
）
に
は
初
め
か
ら
冨
日
は
な
い
。

仙
目
弓
．
に
よ
っ
て
習
胃
四
．
餌
を
袖
っ
た
。

⑤
胃
号
．
北
京
版
曾
鵠
１
２
１
３
）
、
デ
ル
ゲ
版
、
と
も
に
巨
侭

目
色
と
な
っ
て
い
る
が
、
宮
品
冒
の
誤
ま
り
と
思
わ
れ
る
。

⑥
山
口
博
士
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
令
．
ｇ
一
遍
）
に
よ
っ
て
補
っ

た
し

②
ｚ
侭
騨
ｃ
本
で
は
冨
遭
豐
騨
“
習
閏
呂
自
〕
令
．
麗
畠
畠
）
と
な

っ
て
い
る
が
、
目
鼻
国
本
も
、
句
四
目
畠
四
本
も
、
と
も
に
、
冨
切
‐

］
曽
鼠
昌
胃
。
、
愚
．
『
冒
三
（
弓
鼻
旨
本
、
ｐ
ご
畠
岳
．
弓
口
昌
①
冒
本
、

軍
団
．
』
ご
）
と
理
解
し
て
い
る
の
に
従
っ
た
。

③
ｚ
晶
勇
○
本
で
は
冒
鼻
碩
言
‐
ぐ
尉
目
息
の
昼
曾
昏
令
．
忠
．
こ
）

と
な
っ
て
い
て
、
長
尾
博
士
は
一
」
の
即
凰
艮
巨
が
正
確
で
な
い
こ
と

60



を
脚
注
１
に
注
意
し
て
お
ら
れ
る
が
、
目
鼻
曽
本
で
は
胃
鼻
黄
冨
‐

ぐ
型
降
目
鼻
樫
言
ｇ
ｅ
，
巨
畠
ｇ
）
と
の
○
日
冒
皀
国
Ｑ
に
な
っ
て
い

》
（
》
。

な
お
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
従
っ
て
上
掲
の
如
く
訳

し
て
お
い
た
が
、
文
法
的
に
は
胃
動
昌
目
蚕
ョ
と
昌
男
言
と
は
同

じ
中
性
、
単
数
の
業
格
で
あ
る
。

⑨
玄
英
訳
に
よ
っ
て
「
遠
離
」
と
訳
し
た
が
、
望
が
力
塑
一
望
の
室
昌
で

あ
り
、
山
口
博
士
は
「
倹
約
」
と
訳
し
て
お
ら
れ
る
。
（
釈
疏
二

三
頁
参
照
）

な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
中
辺
分
別
論
の
諸
問
題
ｌ
相

品
・
障
品
・
真
実
品
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
大
谷
学
報
第
五
十
二

巻
第
四
号
所
収
）
五
七
頁
参
雌
。

⑩
「
有
川
ニ
モ
無
間
ニ
モ
」
と
い
う
の
は
玄
英
訳
で
あ
る
が
、
真
諦
訳

は
「
有
異
品
卜
無
異
品
ト
ノ
」
と
訳
し
て
い
る
。
（
山
口
博
士
「
中
辺

分
別
論
釈
疏
」
二
六
頁
註
⑩
参
照
）

⑪
有
身
〔
見
〕
と
辺
執
〔
見
〕
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
五
見
（
有
身

見
、
辺
執
見
、
邪
見
、
見
取
見
、
戒
禁
取
見
）
の
一
つ
で
あ
る
。

⑫
邪
見
も
五
見
の
一
つ
で
あ
る
。

⑬
取
結
（
富
国
旨
胃
蟹
‐
”
色
目
剥
○
言
ご
煙
）
は
五
見
の
中
の
見
取
見

（
身
豊
‐
穏
鼠
目
胃
蟹
）
と
戒
禁
取
見
（
野
蚕
‐
昇
、
国
菌
‐
宮
乱
言
曽
●
奇
）

に
相
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑭
際
．
璽
具
鼻
目
の
訳
で
あ
る
。
山
口
博
士
は
還
元
梵
語
画
昌
司
の
三
‐

昌
臥
Ｈ
①
ｇ
（
山
口
本
や
認
烏
扇
）
と
し
て
、
「
余
他
の
行
相
に

よ
っ
て
浄
を
取
る
が
故
に
」
（
中
辺
分
別
論
釈
疏
二
三
貝
）
と
訳

し
て
お
ら
れ
る
が
、
「
別
様
に
」
と
は
「
本
来
あ
る
ぺ
き
相
と
は
異

な
っ
て
」
の
意
で
あ
る
と
思
う
。
玄
英
訳
に
は
「
取
一
一
余
法
一
為
し
浄
」

①
遍
等
の
五
障
と
は
、
日
遍
障
（
具
分
障
）
、
○
一
分
陣
、
日
増
礎

障
、
卿
平
等
陣
、
③
取
拾
陣
の
五
障
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
二
種
姓
（
菩
薩
と
声
聞
等
）
の
障
で
あ
る
煩
悩
障
と

所
知
障
に
関
連
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
初
め
に
㈲
遍
障
と
は
菩
薩

の
種
姓
の
人
々
の
煩
悩
陣
と
所
知
障
で
あ
っ
て
、
「
遍
満
（
ａ
動
‐

三
二
）
と
は
遍
〔
障
〕
な
る
故
に
（
呂
冨
辱
呉
）
」
と
あ
り
、
菩
薩

に
と
っ
て
は
煩
悩
障
と
所
知
障
と
の
一
切
の
障
が
障
と
な
る
の
で

あ
る
。
○
一
分
障
と
は
声
聞
等
の
種
姓
の
人
々
の
煩
悩
障
で
あ
る
。

真
諦
訳
に
は
「
一
方
障
」
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
．
方
」
す

な
わ
ち
「
煩
悩
障
」
の
み
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
菩
薩
は
煩
悩
障

と
所
知
障
と
を
断
ず
る
が
、
声
聞
等
は
煩
悩
陣
の
み
を
断
ず
る
も

の
に
し
て
、
所
知
障
を
断
じ
よ
う
と
は
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
彼
等

（
声
聞
等
）
に
も
所
知
障
（
不
染
汚
無
知
）
は
あ
る
が
、
そ
れ
が

と
あ
り
、
「
浄
」
と
の
み
あ
る
が
、
際
．
品
国
‐
轡
邑
冒
は
「
最
勝

な
る
浄
」
の
意
で
あ
る
と
思
う
。

⑮
煩
悩
障
、
業
障
、
異
熟
障
の
三
障
の
こ
と
で
あ
る
。
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障
と
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
所
知
障
が
、
陣
と
し
て
自
覚
さ
れ

②

な
い
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
安
慧
釈
に
は
「
而
も
彼
〔
無
知
〕
は

彼
等
〔
二
乗
〕
の
障
に
あ
ら
ず
。
彼
〔
無
知
〕
有
り
な
が
ら
〔
彼

等
は
〕
声
聞
と
独
覚
と
の
菩
提
を
得
る
が
故
な
り
」
と
説
か
れ
て

い
る
。
匂
増
盛
障
と
は
「
彼
等
〔
声
聞
等
と
諸
菩
雌
〕
の
負
行

者
等
の
〔
陣
〕
で
あ
る
」
と
あ
る
よ
う
に
負
行
等
、
す
な
わ
ち
負

行
、
愼
行
、
擬
行
等
を
行
ず
る
者
の
障
で
あ
る
。
増
盛
（
且
爲
房
宮
）

に
州
当
す
る
語
が
北
京
版
、
デ
ル
ゲ
版
と
も
に
旨
品
目
四
（
残
余
）

③

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
す
で
に
伽
じ
た
よ
う
に
冒
晶
も
融

（
増
上
、
増
盛
）
の
誤
ま
り
で
あ
ろ
う
。
倒
平
等
障
と
は
等
分
行

者
の
陣
で
あ
っ
て
、
等
分
行
は
負
行
、
順
行
、
擬
行
等
や
、
薄
塵

４

行
と
と
も
に
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
す
で
に
考
察

し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
㈲
取
捨
障
と
は
生
死
を
取
捨

⑤

す
る
障
で
あ
り
、
安
慧
釈
に
は
「
菩
薩
は
慈
悲
に
よ
り
て
生
死
を

取
り
、
ま
た
智
慧
に
よ
り
て
生
死
の
過
失
も
実
の
如
く
見
て
捨
す
」

と
説
か
れ
、
ま
た
こ
の
陣
は
「
菩
隣
種
姓
の
無
住
処
浬
盤
に
お
け

る
陣
な
る
故
に
」
と
説
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
五
障
は
、
い
ず
れ
も
菩
朧
種
姓
と
声
聞
種
姓
の
二
種
姓

の
人
だ
の
障
で
あ
り
；
し
た
が
っ
て
煩
悩
障
、
所
知
障
に
関
連
し

て
説
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
す
今
へ
き
は
、
所
知
障
の
説
明
と

し
て
安
慧
釈
に
は
、

次
に
「
加
行
に
対
す
る
九
結
の
障
」
で
は
、
九
結
、
す
な
わ
ち

九
つ
の
煩
悩
が
説
か
れ
て
い
る
。
「
九
結
は
煩
悩
障
で
あ
る
。
こ

れ
ら
〔
九
結
〕
は
何
に
と
っ
て
の
障
で
あ
る
か
。
云
々
」
（
本
文

五
八
頁
参
照
）
と
い
っ
て
、
九
結
が
説
か
れ
る
が
、
和
釈
の
註
⑦

⑥「
五
明
処
に
勤
行
せ
ず
し
て
は
、
聖
上
者
す
ら
一
切
智
性
た
ら

ず
云
々
」

７

と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
五
明
処
と
は
大
乗
荘
厳
経
論
巻

十
八
に
、

⑧「
そ
の
中
、
法
（
散
騨
目
）
を
知
る
と
は
五
明
処
を
知
る
こ
と

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
内
明
、
囚
明
、
声
肌
、
医
明
、
巧
明
な
り
」

（
二
十
五
偶
註
、
際
．
亭
届
ｅ

と
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
内
明
等
の
五
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

は
大
乗
菩
朧
の
知
る
鞭
へ
き
法
、
修
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に

も
「
五
明
処
に
勤
行
せ
ず
し
て
は
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て

そ
れ
に
対
す
る
障
が
所
知
障
に
他
な
ら
な
い
。
従
来
、
所
知
障
の

内
容
が
「
不
染
汚
無
知
」
と
か
、
「
習
気
」
と
か
い
わ
れ
る
の
み

で
、
あ
ま
り
明
確
で
な
か
っ
た
が
、
こ
の
中
辺
分
別
論
や
大
乗
荘

厳
経
論
の
註
釈
な
ど
に
よ
っ
て
、
所
知
障
の
内
容
が
よ
り
一
層
明

ら
か
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
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で
注
意
し
た
如
く
、
「
こ
れ
ら
は
何
に
と
っ
て
の
陣
で
あ
る
か
」
の

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
は
ｚ
騨
盟
○
本
で
は
］
畠
運
獣
冨
、
蔵
ぐ
胄
曾
ロ
四
目

令
儲
．
ご
ｅ
と
な
っ
て
い
る
。
長
尾
博
士
は
富
、
、
に
は
戸
四
‐

世
巨
薗
“
働
く
自
営
昏
昌
（
○
吋
］
畠
暑
昌
薗
‐
）
と
あ
っ
た
こ
と
を
注
意
し

て
お
ら
れ
る
が
、
月
旦
田
本
念
．
巨
．
宮
ｅ
も
も
四
国
・
ａ
空
木
ｅ
・

題
．
』
雪
）
も
菌
砿
ぐ
昌
菌
］
〕
く
習
胃
四
冒
四
日
と
な
っ
て
い
る
。
従

く
く

っ
て
厨
遭
騨
‐
⑦
国
母
騨
で
は
な
く
、
冨
豊
畠
‐
①
箇
口
嵩
と
読
む
方
が

理
解
し
や
す
い
。
目
ご
号
烏
侭
窓
口
医
も
そ
れ
を
示
唆
し
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
九
結
に
つ
い
て
は
、
大
毘
婆
沙
諭
巻
五
十
に
も
説
か
れ
て

い
る
よ
う
に
、
「
愛
結
、
悲
結
、
慢
紬
、
無
明
鮎
、
見
結
、
取
結
、

疑
結
、
嫉
結
、
樫
結
」
（
大
正
二
七
、
二
五
八
上
）
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
中
、
「
愛
結
と
志
結
と
は
厭
離
と
捨
に
と
っ
て
の
障
で
あ
る
」

と
い
わ
れ
、
㈲
愛
粘
は
厭
離
に
と
っ
て
の
陣
で
あ
る
と
語
ら
れ
て

い
る
が
、
大
毘
婆
沙
諭
に
は
、

「
云
何
ん
が
愛
紡
な
り
や
。
謂
く
三
界
の
負
な
り
」
（
大
正
二
七

二
五
八
上
）

と
説
か
れ
て
い
る
。
口
志
結
は
捨
に
と
っ
て
の
陣
で
あ
り
、
「
達

逆
せ
る
志
の
対
象
物
（
依
止
）
に
対
し
て
さ
え
も
＄
平
静
を
保
つ

（
捨
す
る
）
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
」
、
志
結
は
拾
に
と
っ
て
の

陣
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
大
毘
婆
沙
諭
に
は
、
志
結
に
つ
い
て

「
有
情
を
損
害
せ
ん
と
欲
す
る
な
り
」
（
大
正
二
七
、
二
五
八
中
）

と
説
か
れ
て
い
る
。
慢
結
よ
り
樫
結
に
至
る
ま
で
の
余
の
七
結
は

真
実
を
見
る
こ
と
に
と
っ
て
の
障
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
中
、
同
慢
結
は
有
身
見
を
通
知
す
る
に
お
け
る
障
で
あ
り
、
四

無
明
結
は
有
身
見
の
依
止
（
ご
閉
目
）
を
遍
知
す
る
に
お
け
る
陣
で

あ
る
。
「
③
見
結
は
有
身
と
辺
執
と
の
二
見
に
よ
っ
て
滅
諦
を
怖

畏
す
る
故
に
。
邪
見
に
よ
っ
て
〔
減
を
〕
誹
謡
す
る
故
に
」
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
大
毘
婆
沙
論
で
も

「
云
何
が
見
結
な
り
や
。
謂
く
三
見
な
り
。
即
ち
有
身
見
、
辺

執
見
、
邪
見
を
総
じ
て
見
結
と
名
く
」
（
大
正
二
七
、
二
五
八
中
）

と
説
か
れ
て
い
る
。
㈹
取
結
は
道
諦
の
通
知
に
お
け
る
障
で
あ
る

９

と
い
わ
れ
、
「
そ
の
中
、
取
結
は
見
取
と
戒
禁
取
と
な
り
」
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
大
毘
婆
沙
諭
で
も
、

「
云
何
が
取
結
な
り
や
。
謂
く
、
二
収
な
り
。
即
ち
、
兄
取
と

戒
禁
販
と
を
総
じ
て
取
結
と
名
く
」
（
大
正
二
七
、
二
五
八
中
）

と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
見
結
と
取
結
と
に
つ
い
て
語
ら
れ
て

い
る
「
有
身
見
、
辺
執
見
、
邪
見
、
見
取
見
、
戒
禁
取
見
」
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
い
わ
ゆ
る
五
見
で
あ
る
。
㈹
疑
結
は
三
宝
を
遍

知
す
る
に
お
け
る
障
で
あ
り
、
㈹
嫉
結
は
利
養
と
恭
敬
と
を
遍
知

す
る
に
お
け
る
陣
で
あ
り
、
㈹
樫
結
は
遠
離
（
倹
約
）
を
遍
知
す

る
に
お
け
る
陣
で
あ
る
。
大
毘
婆
沙
論
に
は
、
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「
疑
結
は
諦
に
お
い
て
の
猫
予
」
（
大
正
二
五
八
下
）

「
嫉
結
は
心
の
妬
忌
」
（
大
正
二
五
八
下
）

「
樫
結
は
心
の
悟
護
」
（
大
正
二
五
八
下
）

⑩

で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
九
結
は
阿
毘
達
磨
の
教

義
を
中
辺
分
別
論
の
中
に
、
巧
み
に
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

以
上
が
菩
薩
と
声
聞
等
に
共
通
の
障
で
あ
る
が
、
安
慧
釈
に
は
、

⑪「
如
上
〔
の
障
〕
の
み
陣
な
る
か
。
〔
曰
く
〕
如
上
の
〔
陣
〕

は
尚
菩
薩
と
声
聞
等
に
共
な
り
。
然
る
に
諸
菩
薩
に
つ
い
て
云

を
」

と
い
っ
て
、
善
等
の
十
に
対
す
る
障
、
す
な
わ
ち
菩
薩
障
が
説
か

れ
て
い
る
。
善
等
の
十
と
は
、

「
善
と
菩
提
と
摂
受
と
有
慧
と
無
乱
と
無
障
と
、
廻
向
と
不
怖

と
不
樫
と
自
在
と
が
善
等
で
あ
る
」
（
第
九
偶
）

と
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
善
、
菩
提
、
摂
受
云
々
」
の
十
で

あ
る
。
そ
し
て
「
こ
れ
ら
〔
善
等
〕
に
は
、
各
々
三
つ
ず
つ
の
障

が
知
ら
る
尋
へ
き
で
あ
る
」
（
第
十
偶
ａ
ｌ
ｂ
）
と
い
わ
れ
、
例
え
ば

㈲
善
に
は
い
無
加
行
、
②
非
処
加
行
、
③
不
如
理
加
行
、
口
菩
提

に
は
い
善
〔
法
〕
を
生
ぜ
し
め
な
い
、
②
正
思
惟
し
な
い
こ
と
、

三

③
資
縄
の
未
円
満
な
ど
が
障
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
匂
摂
受
は

発
菩
提
心
で
あ
り
↑
そ
れ
に
は
三
陣
が
あ
っ
て
、
仙
種
姓
を
具
せ

ざ
る
、
③
善
友
を
具
せ
ざ
る
、
③
疲
労
困
ぱ
い
の
心
で
あ
る
と
い

わ
れ
る
。
発
菩
提
心
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
は
ず
呂
冒
‐
ｏ
芹
冨
‐
鼻
‐

葛
§
で
あ
り
、
直
訳
す
れ
ば
「
菩
提
心
を
起
さ
し
め
る
」
と
な
る

か
と
思
う
。
ま
た
善
友
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
は
偶
文
で
は
目
津
国

と
あ
る
の
み
で
あ
る
が
、
世
親
註
で
は
冨
辱
営
四
‐
旨
胃
い
と
な
っ

て
い
る
。
卿
有
慧
と
は
菩
薩
性
で
あ
り
、
そ
の
慧
に
も
三
陣
が
あ

り
、
①
正
行
を
欠
い
て
い
る
、
②
悪
人
と
共
住
す
る
、
③
極
悪
人

と
の
共
住
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
「
悪
人
」
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

は
百
舌
目
秒
で
あ
り
、
玄
奨
は
「
鄙
者
」
と
訳
し
て
い
る
。
愚
擬

の
人
（
冒
胃
ご
国
‐
試
国
色
）
の
こ
と
で
あ
る
。
「
極
悪
人
」
の
サ
ン

ス
ク
リ
ヅ
ト
は
号
鴛
塑
‐
す
口
色
で
あ
り
、
こ
れ
も
「
悪
人
」
で
あ

る
が
、
含
扇
冨
‐
言
国
は
胃
画
武
言
言
（
加
害
者
）
で
あ
る
と
あ
る

の
で
、
い
ま
は
訳
語
を
変
え
て
「
極
悪
人
」
と
し
た
。

次
に
⑤
無
乱
に
三
陣
が
あ
り
、
⑩
顛
倒
の
健
重
、
②
煩
悩
等

の
三
障
の
中
の
い
ず
れ
か
一
つ
残
余
せ
る
も
の
、
⑥
解
脱
を
成
就

せ
し
め
る
慧
の
未
成
熟
性
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
こ
で
煩
悩
等

（
こ
の
倒
呂
）
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
煩
悩
、
業
、
異
熱
の
三
障

の
こ
と
で
あ
る
。
「
解
脱
を
成
熟
せ
し
め
る
壽
の
未
成
熟
性
」
の

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
は
邑
冒
昌
昌
も
胃
言
動
２
二
劃
言
宮
’
由
司
昌
凸
四
号
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ロ
国
富
す
ら
菌
で
あ
り
、
冒
国
冨
呂
昌
息
は
冒
凰
‐
貝
割
引
の
の
自
勗
．

富
国
薗
○
豊
国
十
旨
そ
の
女
性
形
冨
計
５
画
巳
昌
の
狩
．
○
．
と
理

解
し
て
こ
の
よ
う
に
訳
し
た
。
勿
論
胃
郁
言
身
動
は
菅
．
妙
言
動
の

南
．
終
．
。
冒
勢
茸
身
島
の
意
で
あ
る
。
㈹
無
障
の
三
障
と
は
、

の
倶
生
の
鹿
重
、
③
僻
怠
、
③
放
逸
で
あ
り
＄
㈹
廻
向
の
障
と
は
、

「
心
を
他
処
に
向
け
し
め
る
（
冨
凰
目
ョ
“
菌
ｇ
ｏ
無
上
正
等
覚

〔
に
廻
向
す
る
〕
に
非
ず
」
と
説
か
れ
る
。
ｚ
晶
騨
○
本
に
は

冒
昌
風
目
幽
菌
は
と
あ
り
、
註
⑩
に
旨
、
．
に
は
窟
］
鍵
冒
一
目
昌
鼻
』

と
あ
っ
た
と
あ
る
が
、
目
鼻
鼠
本
は
旨
、
．
の
ま
ま
、
冒
儲
甘
四
目
色
‐

望
四
は
と
し
て
い
る
。

し
か
し
勺
四
目
の
冒
本
で
は
冨
国
風
目
印
菌
は
と
し
て
い
る
。

旨
○
日
の
鄙
‐
弓
旨
騨
目
の
に
も
。
騨
匡
の
．
冨
昌
目
目
昌
四
は
と
あ
る
か
ら
、

ご
空
窓
○
本
の
訂
正
は
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
昌
旨
詐
秒
国
錫
動
目
も

宮
津
自
動
》
四
目
曾
国
、
眉
の
目
な
ど
は
３
１
の
変
化
を
す
る
か
ら
（
荻

原
文
法
一
二
一
条
）
、
烏
・
荷
．
Ｆ
は
四
己
具
３
国
豊
倒
目
で
よ
い
。
こ
の

廻
向
の
三
障
と
は
、
仙
有
に
負
著
す
、
⑨
資
財
に
貧
著
す
、
③
下

劣
な
る
心
で
あ
り
、
㈹
不
怖
の
三
隙
と
は
、
①
人
を
尊
敬
し
な
い
、

②
法
を
信
解
し
な
い
、
③
言
の
如
く
義
を
思
量
す
る
で
あ
り
、
安

⑫

慧
釈
に
は
「
不
生
不
滅
、
本
来
寂
静
等
の
義
を
声
（
言
）
の
如
く

に
の
み
了
解
し
て
、
深
密
の
義
の
真
実
を
悟
了
せ
ず
云
々
」
と
い

っ
て
、
言
の
如
く
義
を
思
量
す
る
の
で
は
な
く
て
、
大
乗
佛
教
で

は
そ
の
説
か
ん
と
す
る
内
面
の
密
意
趣
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
㈹

不
樫
に
も
三
障
が
あ
り
、
①
正
法
を
恭
敬
し
な
い
こ
と
と
、
②
利

養
と
恭
敬
と
供
養
に
対
し
て
尊
重
す
る
こ
と
と
、
③
諸
衆
生
に
対

し
て
慈
悲
心
な
き
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
利
養
と
恭
敬
」
（
国
）
園
‐

の
鼻
厨
３
）
と
あ
る
が
、
先
の
九
結
を
説
く
と
こ
ろ
で
も
説
か
れ

て
い
る
使
い
方
で
あ
る
。
（
障
品
第
三
偶
ａ
ｌ
ｂ
参
照
）
但
し
、
障
品

第
三
偶
で
は
、
望
肉
・
厨
ご
ぢ
‐
笛
房
勤
国
で
あ
り
玄
英
訳
真
諦
訳
と
も

に
「
利
養
卜
恭
敬
等
卜
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
い
ま
こ
こ
で

は
、
四
門
．
冒
昌
少
‐
閨
房
胃
少
‐
冨
冨
に
対
し
て
、
玄
葵
訳
は
「
名

誉
卜
利
養
卜
恭
敬
」
と
し
、
真
諦
訳
は
「
利
養
卜
恭
敬
」
と
あ
る
が
、

一
般
的
に
は
「
利
養
と
恭
敬
と
供
養
」
と
訳
す
方
が
よ
い
と
思
う
。

最
後
の
㈹
自
在
の
三
障
と
は
、
仙
聞
の
欠
乏
と
、
②
少
聞
と
、
③

三
味
の
不
修
習
と
で
あ
る
。
そ
の
中
、
仙
聞
の
欠
乏
閏
口
冨
‐
ぐ
ぐ
動
‐

＄
冒
騨
と
は
、
法
の
欠
乏
を
起
す
で
あ
ろ
う
よ
う
な
業
を
生
ぜ
し

め
る
に
よ
っ
て
の
間
の
欠
乏
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
間
の
欠
乏
は
、

⑬

玄
奨
訳
に
は
「
眉
間
」
と
あ
り
、
真
諦
訳
に
は
「
聞
災
」
「
無
間
」

と
あ
る
。

註⑩
遍
等
の
五
障
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
辺
分
別
論
の
諸
問
題
ｌ

相
品
・
障
品
・
真
実
品
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
大
谷
学
報
第
五
十

二
巻
第
四
号
）
五
六
頁
参
照

②
山
口
博
士
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
一
○
二
頁
’
一
○
三
頁
参
照
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③
拙
稿
「
中
辺
分
別
論
の
諸
問
題
ｌ
相
品
・
障
品
・
真
実
品
を
中

心
と
し
て
ｌ
」
五
六
頁
参
照

④
同
書
五
六
頁
’
五
七
頁
参
照

⑤
山
口
博
士
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
一
○
四
頁
参
照

⑥
同
書
一
○
三
頁
参
照

の
拙
稿
「
煩
悩
障
所
知
障
と
人
法
二
無
我
」
（
佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
第

一
号
）
五
七
頁
参
照

⑥
當
鼻
国
獣
稗
国
式
鼻
母
呂
冨
胃
曾
ぐ
巨
箇
降
冨
鼠
巳
ぐ
儲
目
一

四
・
ご
冨
群
計
Ｈ
ご
ｐ
ぐ
』
旦
望
画
彦
⑦
侍
臣
ぐ
目
。
冠
幽
恥
騨
ご
Ｑ
空
く
』
Ｑ
茜
倒
○
肖
炭
拝
の
脚
く
一
己
）
『
画

竺
賢
民
胃
日
嚴
昏
凶
巨
騨
く
冨
国
脚
。
四
一
Ｆ
曾
昏
宅
．
房
、
烏
僅
）

側
山
口
博
士
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
二
二
頁
参
照

⑩
九
結
に
つ
い
て
は
倶
舎
論
巻
二
十
一
（
大
正
二
九
・
一
○
八
下
）

に
も
見
ら
れ
る
。

⑪
山
口
博
士
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
二
八
頁
参
照

⑫
山
口
博
士
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
一
二
五
頁
参
照

⑬
真
諦
訳
の
偶
文
に
は
「
聞
災
」
と
あ
り
、
本
文
中
に
は
「
無
間
」

と
あ
る
。

（
未
完
）
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